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１．組織の概要 

（１）事業所名及び代表者氏名 

有限会社 安田 

取締役社長 安田 実 

（２）所在地 

〒230-0034 

神奈川県横浜市鶴見区寛政町２３－１９ 

（３）法人設立年月 

    平成１０年 ８月１３日   

（４）資本金 

    ３００万円 

（５）事業活動の内容 

産業廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物中間処理業 

金属ﾘｻｲｸﾙ業 

一般貨物運送業 

（５）事業の規模  

 ２０２２年度 ２０２１年度 ２０２０年度 ２０１９年度 

売上高  (万円) 194194 192792 180279 18,879 

中間処理量  （T） 683.24 730.17 736.64 1040.45 

収集運搬量  （T） 6,958.03 5192.53 6117.21 5299.81 

従業員数 (人) ９ ９ ９ 9 

延床面積 (ｍ2) ２９８．９ ２９８．９ ２９８．９ ２９８．９ 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者  名嘉眞 梨沙 

担当者        名嘉眞 梨沙 

連絡先 電話  ０４５－５０５－２３２７ 

ＦＡＸ  ０４５－５０５－２３２８ 

ｅ-mail：yasuda.company@h7.ne.jp 

２．対象範囲 

（１）認証・登録対象組織 

    本社・工場 

神奈川県横浜市鶴見区寛政町２３－１９ 

（２）認証・登録対象活動 

産業廃棄物収集運搬業、中間処理業、金属ﾘｻｲｸﾙ業、一般貨物運送業 
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３．環境実施体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

役職 責任及び権限 

代表取締役

社長 

１、経営における課題とチャンスを整理し、明確にする  

２、環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する 

３、エコアクション２１を運用し、維持するために経営資源を用意する 

４、定期的にエコアクション２１に基づく環境経営全体の取り組み状況及び効果を  

評価し、総括的な見直しを実施し、必要な指示を行う。  
５、効果的な実施体制を構築する。 

６、実施体制においては，各自の役割，責任及び権限を定め，全従業員に 

周知する。 

環境管理 

責任者 

１、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２、社長への環境経営システムの実施状況報告 

３、推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営 

４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施 

５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

６、環境関連文書及び記録の作成、整理 

  ＥＡ２１ 

事務局 

１．環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

２、環境目標、環境活動計画書原案の作成 

３、環境活動の実績集計 

４、環境関連法規等の取りまとめ表作成、管理、遵守評価の実施 

５、環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

６、環境活動レポートの作成 

部門責任者 

１、 環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、 

継続的改善 

２、環境上の緊急事態への準備及び対応  

全従業員 
1、環境方針の理解と、環境への取組みの重要性を自覚 

2、決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動への参加 

 

 

 

 

 

代表取締役社長 
     安田 実 

ＥＡ２１事務局 
名嘉眞 梨沙 

   環境管理責任者 
名嘉眞 梨沙 

   本 社  
部門責任者 
名嘉眞 梨沙 

 

工 場 
部門責任者 

 古屋 守 
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４．許可の内容 

 

許可一覧及び取扱品目一覧 

 

①産業廃棄物処分業  
自治体名 許可番号 許可年月日 許可有効期限 種類 

横浜市 第０５６２００５８７９０号 令和元年10月1日 令和6年9月３０日 

破砕  廃プラスチック類、紙くず、

木くず、繊維くず、金属くず、がれ

き類、ガラス・コンクリート・陶磁器

くず 

 

②産業廃棄物収集運搬業（積み替え保管無し） 

産業廃棄物収集運搬業 

燃
䧔
䧘
䨒 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
䨥
䩮
䨮
䩭 

廃
䩚
䩬
䨼
䩄
䩆
䨲
類 

紙
䧛
ず 

木
䧛
ず 

繊
維
䧛
ず 

動
物
性
残
䧡 

䨷
䩣
䧛
ず 

金
属
䧛
ず 

䨯
䩬
䨼
䩺
陶
磁
器
屑 

鉱
䧡
䧐 

䧘
䨕
䧙
類 

䧺
䧐
䧤
䨜 

自治体名 

許可番号                 
許可年月日 

有効期限 

神奈川県 

01402058790 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
Ｈ31 年 3 月 29 日 

Ｈ36 年 2 月 15 日 

東京都 13-00-058790 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

Ｈ31 年 2 月 26 日 

Ｈ36 年 2 月２5 日 

千葉県 
0120058790 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

Ｈ31 年 4 月 9 日 

R6 年 3 月 31 日 

埼玉県 
01101058790 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

Ｈ31 年 3 月 22 日 

Ｈ36 年２月１７日 

静岡県 

申請中 

02201058790 号 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 × 

Ｈ30 年 3 月 3 日 

Ｈ35 年 3 月 2 日 

山梨県 
01900058790 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

Ｈ29 年 10 月 17 日 

R9 年 10 月 16 日 

茨城県 

00801058790 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 

Ｈ29 年 3 月 17 日 

R9 年 3 月 16 日 
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③特別管理産業廃棄物収集運搬業 

特別管理産業廃棄物収集運搬業 

 

廃
油 

廃
酸 

廃
䨥
䩮
䨮
䩭 

廃
石
綿
等 

自治体

名 
許可番号 許可年月日 有効年月日 

   

 

 

神 奈 川

県 
第 01450058790 号 Ｈ29/7/5 R9/6/20 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

東京都 第 13-50-058790 号 H29/11/26 R9/11/25 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

山梨県 第 01950058790 号 H29/10/17 R9/10/16 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

5．処理施設等の状況 

 処理施設 廃棄物の種類 処理能力 

工場 破砕機 

廃プラスチック類 

紙くず、木くず、繊維くず 

ｶﾞﾗｽ･コンクリート･陶磁器くず 

金属くず、がれき類 

４．９５ｔ／日 
 

 

6．車両等の台数 

事業所

名 

2ｔ 

パワー 

ゲート

車 

大型

平ボ

デー

車 

４ｔ 

アーム

ロール

車      

大型 

アーム

ロール

車 

4ｔ 

ワイド 

平ボデー

車 

大型 

ヒアブ 

クレーン

車 

増ｔ 

ユニ

ック

PG

車 

8 ㎥ 

コン

テナ 

２６

㎥ 

コン

テナ 

ユ

ン

ボ

車 

営

業

車 

２ｔ 
１１．８

ｔ 

３．５ｔ 

３．５５ｔ 
１０．７ｔ ３．６５ｔ ８．８ｔ 6.5ｔ   

   

台数 １ 1 ２ 1 １ 1 １ 32 ３ １ ２ 
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７．処理方式及び処理工程図 

排出事業者 

 

収集運搬業者 

受入 
 安田 

受入 

 

受入・搬入 

 

産業廃棄物 
① 廃プラスチック  ② 紙くず  ③ 木くず 

④ 繊維くず  ⑤ 金属くず ⑥がれき類 

⑦ ガラス・コンクリート・陶磁器くず  

有価物 
金属くず、紙くず、廃プラスチック、繊維くず 

 

選別処理 

 

廃
䩚
䩬
䨼
䩄
䩆
䨲
類 

 

木
䧛
ず  

䨯
䩬
䨼
䩺
䨶
䩶
䨲
䩭
䩻

䩋
䩺
陶
磁
器
䧛
ず 

 

有価物 

金属くず 

（鉄・非鉄金属） 

 

破砕処理  破砕処理 

 

廃
䩚
䩬
䨼
䩄
䩆
䨲

類 

 

 

紙
䧛
ず 

 

木
䧛
ず 

  

繊
維
䧛
ず 

 

䧘
䨕
䧙
類 

 

䨯
䩬
䨼
䩺
䨶
䩶
䨲
䩭
䩻

䩋
䩺
陶
磁
器
䧛
ず 

 

  
 

有
価
物 

 
 

 

売
却 

有
価
物 

売
却 

 

産業廃棄物再委託処理  最終処分 

 

 

 

 

 

 

 

 

繊
維
く
ず 

 

が
れ
き
類 

 

紙
く
ず 

受入

再資源化 

紙

く

ず 

廃
プ
ラ
ス
チ
䣹
ク 

繊
維
く
ず 



 8

 8．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営方針 

【基本理念】  
有限会社安田は産業廃棄物を通して、「迅速」に収集 
エコドライブに心がけながら「安全」に運搬をし、中間処理施

設を介し、100％の「リサイクル処理」を目指して、日々環境保

全活動に取組みます。 
 

【行動指針】  
 

1. 当社事業の特性を踏まえて、以下の環境活動に重点的に 
取組み、継続的な改善を目指していく事を宣言します。 
① 事務所内・工場内電力と収集運搬車の燃料消費に伴う二

酸化炭素排出量の削減 
② 水資源の削減 
③ 選別強化により廃棄物を削減し、再資源化に努めます 
④ 排出事業者様へ総合的にアドバイスし、適正処理を推進

します。 
⑤ 社員の労働環境・教育環境を整え、安定した高水準のサ

ービス提供を維持します。 
 
2. 環境関連法規制や当社が約束した事を遵守します。 

 
3. この環境方針は全従業員に周知します。 

 
改訂日２０２1 年 4 月１日 

 
有限会社安田 
取締役社長 安田 実  

 



 9

９．環境経営目標 

環境目標 項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 
２０21年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 

21年4月～22年3月    

１ ． 二 酸 化 炭

素排出量削減 

ＣＯ２総量 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
120,269  108863 104210 103135 

①電力使用量

の削減 

電 力 使 用

量 

Ｋｗｈ 
22,933 20933 20933 20717 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
10,113 9231 9922 9820 

②燃料(ガソリ

ン ) 使 用 量 の

削減 

ガソリン使

用量（Ｌ） 
4,335 4000 3072 3041 

Ｋｇ－ＣＯ２ 10,058 9280 7130 7056 

③燃料(軽油)

使用量の削減 

軽油使用

量（Ｌ） 
38,772 35000 30892 30892 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
100,031 90300 79702 78881 

④燃料（ガス）

使用量の削減 

ガス使用量 

（㎥） 
30.00 24 24 24 

CO2 

Kg―CO2 
65 52 52 51 

      

２ ． 一 般 廃 棄

物排出量の削

減 

一般廃棄

物排出量 

（Ｋｇ） 
210 170 140 140 

      

３ ． 水 使 用 量

の削減 

水使用量 

（㎥） 
131 129 129 127 

      

４ ． 産 業 廃 棄

物 リ サ イ ク ル

率向上 

リサイクル

率(％) 
83.8 

85％ 

以上 
85％ 

以上 

85％ 

以上 

      

５ ． 排 出 事 業

者様へのアド

バイス 

問い合わせ

に対する分

別・処理提

案（％） 

― 100 100 100 

      

６．教育実施 
実施回数

（回） 
― 12 12 12 

※ＣＯ２排出係数は０．４７４Ｋｇ－ＣＯ２/kWh を使用。 

※当社は化学物質は扱っていない。 
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 １０．環境経営計画 
 

環境目標  環境活動計画施策(取組項目) 
責任者

担当者 
スケジュール 

１、二酸化炭素排出量削減 

（１）電気使用量の削減  

・エアコンの温度管理 

・不使用時電源 off の徹底（照

明・空調・破砕機・パソコン等）  

事務所 
名嘉眞 

工場 
古屋 

毎日 
毎日 

１、二酸化炭素排出量削減 

（２）燃料（ガソリン）使用量

の削減    

・エコドライブの徹底 

・適正な車両の整備 
 

 
安田 毎日 

毎日 
 

１、二酸化炭素排出量削減 

（３）燃料（軽油）使用量の削

減    

・エコドライブの徹底 

・適正な車両・重機の整備 

（日常点検・3 か月点検・年次点

検） 

 
柳 毎日 

日常点検 毎日 
3 ヶ月点検 3 ヶ月毎 
年次点検 1 年毎 

１、二酸化炭素排出量削減 

（４）燃料（ＬＰガス）使用量

の削減  

・節減意識の向上 
 

 
名嘉眞 

毎日 

２、廃棄物排出量の削減 
     

・廃棄物の分別の徹底 

・コピー用紙の裏紙使用 

 
名嘉眞 毎日[張り紙] 

その都度 

３、水使用量の削減 
    

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設置  

 
名嘉眞 朝礼時 

設置済み 

４、産業廃棄物リサイクル率

の向上 
・産業廃棄物の分別の徹底  

 
古屋 
宮里 

毎日 

５、排出事業者様へのアドバ

イス 
・問い合わせに対する分別・処理

の提案 

 
名嘉眞 

都度 

６、教育実施 

・運転者指導教育 

・収集運搬について 

・廃棄物処理について 

・エコドライブ教育 

 
安田 

毎月 
年 1 回 
年 1 回 
年 1 回 
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１１.環境経営計画に基づき実施している取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節電の奨励 

節水の奨励 

 
感染対策の実施 

 

空調効率対策 シーリングファン設置 

電気不使用箇所の消灯 

 
 
 

コピー用紙の裏紙使用 
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１2．環境経営目標の実績とその評価  

環境経営目標 

環境活動計画 

取組結果とその評価（２０２１年４月～２０２２年３月） 

環境目標 

3％削減 
実績 

達成

区分 
評価 是正処置 

１．CＯ2 削減 
104,210 

kg-co2. 

99,847.77   

kg-co2 
○ 

・削減できた 

 

① 電力使用量削減 

・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

（照明・空調・破砕機・ﾊ ﾟ ｿｺﾝ

等） 

20,933 

kWh 

24,499 

 kWh 
× 

・残業が多かった。 

・消し忘れ 1 件 消灯を徹底する。 

 

②燃料(ガソリン)使用量削減 

・車両の点検整備の徹底 

・エコドライブの徹底 

3,072 

Ｌ 

4,079.83 

Ｌ 
× 

・取引先へ出向くことが増えた。 

・エコドライブを徹底する。 

 

③燃料(軽油)使用量削減 

・車両の点検整備の徹底 

・エコドライブの徹底 

30,892 

Ｌ 

30,658.96
Ｌ ○ 

・運搬量は増えたが、よく取り組めた。 

 

④燃料(ガス)使用量削減 

・節約意識の向上 

24 

㎥ 

40 

㎥ 
× 

・深夜での仕事があったため泊りの従業

員の風呂使用が大きく影響した。 

 

２．廃棄物排出量削減 

・廃棄物分別の徹底 

・コピー用紙の裏紙使用 

１４０ 

ｋｇ 

140 

ｋｇ 

○ 
・無駄な廃棄を出さないよう取り組めた。 

 

３．水使用量削減 

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設置 

129 

㎥ 

123 

㎥ 
○ 

・会社白での風呂使用があったが、節水

に取り組めた。 

４．産業廃棄物リサイクル率向上 

・廃棄物分別の徹底 
85％以上 

81.75 

％ 
× 

・リサイクル不可なものが多く、達成に至

らなかった。 

５．排出事業者様へのアドバイス 

回答数／問い合わせ数 

100 

％ 

100 

％ 
○ 

・磁石の処分についてや、塩ビ系プラの

相談など対応出来た。 

６．教育実施 
12 

回 

12 

回 
○ ・毎月の教育に取り組んだ。 

○：目標達成、×：目標未達 
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 １３．環境経営計画の実施状況及びその評価 
   

環境目標  
環境活動計画施策 

(取組項目) 
実施状況 評価 

（効果があったか） ① ② ③ ④ 

１、二酸化炭素排出量削減 

（１）電気使用量の削減 

・エアコンの温度管理 

・不使用時電源 off の徹底（照

明・空調・破砕機・パソコン等） 
〇 〇 〇 〇 

取り組み効果はあった

が、破砕機稼働により

削減には至らなかっ

た。 

１、二酸化炭素排出量削減 

（２）燃料（ガソリン）使用量の削減   

・エコドライブの徹底 

・適正な車両の整備 

 
△ △ △ 〇 

取引先との付き合いも

増え、使用料が増え

た。急いでいるときの

エコドライブ状況に疑

問。 

１、二酸化炭素排出量削減 

（３）燃料（軽油）使用量の削減   

・エコドライブの徹底 

・適正な車両・重機の整備 

 
〇 △ 〇 ◎ 

車両の管理やエコドラ

イブによく取り組んで

いた。 

１、二酸化炭素排出量削減 

（４）燃料（都市ガス）使用量の削

減  

・節減意識の向上 

 △ △ × △ 
残業による風呂場使用

で使用料増加となっ

た。 

２、廃棄物排出量の削減 

     

・廃棄物の分別の徹底 

・コピー用紙の裏紙使用 

 
△ 〇 〇 〇 

削減に取り組めた。効

果はあった。 

３、水使用量の削減 

    

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設置 

 
◎ 〇 〇 〇 

無駄遣いの無いよう取

り組めた。 
効果はあった。 

４、産業廃棄物リサイクル率の向

上 
 

・産業廃棄物の分別の徹底 
 △ △ △ △ 

リサイクル不可なもの

が多かった。分別しき

れていなかったことも

あった。 

５、排出事業者様へのアドバイス 
・問い合わせに対する分別・処

理の提案 
◎ ◎ ◎ ◎ 

・磁石の処分につい

てや、塩ビ系プラの

相談など対応出来

た。 

６、教育実施 

・運転者指導教育 

・収集運搬について 

・廃棄物処理について 

・エコドライブ教育 

◎ ◎ ◎ ◎ 

・毎月の教育に取り

組んだ。 

 

実施状況 ◎：大変よくできた〇：よくできた   △：少しはできた ×：できなかった  

実施状況の確認期間 ①4 月～6 月 ②7 月～9 月 ③10 月～12 月 ④1 月～3 月 
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１４．次年度の環境経営目標（2023 年 4 月～2024 年 3 月） 

環境目標 項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 
２０21年度 ２０２3年度 ２０２4年度 ２０２5年度 

4月～3月 4 月～3 月 4 月～3 月 4 月～3 月 

１ ． 二 酸 化 炭

素排出量削減 

ＣＯ２総量 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
120,269  103135 103135 103135 

①電力使用量

の削減 

電 力 使 用

量 

Ｋｗｈ 
22,933 22000 22000 22000 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
10,113 10054 10054 10054 

②燃料(ガソリ

ン ) 使 用 量 の

削減 

ガソリン使

用量（Ｌ） 
4,335 4000 4000 4000 

Ｋｇ－ＣＯ２ 10,058 9280 9280 9280 

③燃料(軽油)

使用量の削減 

軽油使用

量（Ｌ） 
38,772 30892 30892 30892 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 
100,031 78881 78881 78881 

④燃料（ガス）

使用量の削減 

ガス使用量 

（㎥） 
30.00 30 30 30 

CO2 

Kg―CO2 
65 65 65 65 

      

２ ． 一 般 廃 棄

物排出量の削

減 

一般廃棄

物排出量 

（Ｋｇ） 
210 140 140 140 

      

３ ． 水 使 用 量

の削減 

水使用量 

（㎥） 
131 127 127 127 

      

４ ． 産 業 廃 棄

物 リ サ イ ク ル

率向上 

リサイクル

率(％) 
83.8 

85％ 

以上 
85％ 

以上 

85％ 

以上 

      

５ ． 排 出 事 業

者様へのアド

バイス 

問い合わせ

に対する分

別・処理提

案（％） 

― 100 100 100 

      

６．教育実施 
実施回数

（回） 
12 12 12 12 

※ＣＯ２排出係数は０．４７４Ｋｇ－ＣＯ２/kWh を使用。 

※当社は化学物質は扱っていない。 
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 １５．次年度の環境経営計画 
 

環境目標  環境活動計画施策(取組項目) 
責任者

担当者 
スケジュール 

１、二酸化炭素排出量削減 

（１）電気使用量の削減  

・エアコンの温度管理 

・不使用時電源 off の徹底（照

明・空調・破砕機・パソコン等）  

事務所 
名嘉眞 

工場 
古屋 

毎日 
毎日 

１、二酸化炭素排出量削減 

（２）燃料（ガソリン）使用量

の削減    

・エコドライブの徹底 

・適正な車両の整備 
 

 
安田 毎日 

毎日 
 

１、二酸化炭素排出量削減 

（３）燃料（軽油）使用量の削

減    

・エコドライブの徹底 

・適正な車両・重機の整備 

（日常点検・3 か月点検・年次点

検） 

 
柳 毎日 

日常点検 毎日 
3 ヶ月点検 3 ヶ月毎 
年次点検 1 年毎 

１、二酸化炭素排出量削減 

（４）燃料（ＬＰガス）使用量

の削減  

・節減意識の向上 
 

 
名嘉眞 

毎日 

２、廃棄物排出量の削減 
     

・廃棄物の分別の徹底 

・コピー用紙の裏紙使用 

 
名嘉眞 毎日[張り紙] 

その都度 

３、水使用量の削減 
    

・節水意識の喚起 

・節水表示板の設置  

 
名嘉眞 朝礼時 

設置済み 

４、産業廃棄物リサイクル率

の向上 
・産業廃棄物の分別の徹底  

 
古屋 毎日 

５、排出事業者様へのアドバ

イス 
・問い合わせに対する分別・処理

の提案 

 
名嘉眞 

都度 

６、教育実施 

・運転者指導教育 

・収集運搬について 

・廃棄物処理について 

・エコドライブ教育 

 
安田 

毎月 
年 1 回 
年 1 回 
年 1 回 
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１６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。 

適用環境関連法

規等 
主な適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 確認日 

廃棄物処理法 

一般廃棄物及び産業廃棄物の適正処理 

（特管）産業廃棄物の収集運搬業または処分業の許

可を管轄する知事等から受けること。 

産業廃棄物処理施設の設置または規模の変更に当

たっては知事等の許可を受けること。 

収集運搬、処分事業者は事業者と産業廃棄物処理

委託基準及び特別管理産業廃棄物委託基準に従っ

て二者間委託契約を締結する 

〇 4 月 1 日 

自動車 NOX・PM

法 

使用車両の窒素酸化物排出基準、粒子状物質は排

出基準に適合車の使用 
○ 4 月 1 日 

オフロード法 
ブルドーザ、バックホウ等のオフロード車の適合車使

用 
○ 4 月 1 日 

騒音規制法 騒音の規制基準の遵守 ○ 4 月 1 日 

振動規制法 振動の規制基準の遵守 ○ 4 月 1 日 

自動車リサイクル

法 
使用済み自動車をリサイクル法に基づき適正処理  ○ 4 月 1 日 

フロン排出抑制法 エアコンの点検、管理（簡易点検） 〇 4 月 1 日 

消防法 指定可燃物の貯蔵、取り扱いの届け出 〇 4 月 1 日 

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例 

指定事業所における公害・悪臭・水質汚濁・騒音・振

動の防止、規制基準・測定記録保存、環境への負荷

の低減、温室効果ガス排出の抑制、環境の保全に係

る組織体制の確立 

○ 4 月 1 日 

※－ 取組期間中非該当 

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反及び訴訟は 

ありませんでした。また、関係当局よりの違反等の指摘は創業以来ありません。 
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１７．代表者による全体評価と見直しの結果 

➀個別目標の評価 

１、二酸化炭素削減 

 ありがたいことに忙しく仕事をいただけている分、ガス・電気・ガソリンの使用が増えてしまってい

る。ガス・電気に関しては人員配置によって残業を調整することでもう少し改善が見込めるかもし

れない。軽油の使用量については、よく取り組んでいた。ドライバーのエコドライブ徹底ももちろん

だが、運行ルートの工夫も見られた。取り組みによって結果が出せている部分を評価したい。 

２、一般廃棄物排出量削減 

 無駄に購入をしないところから、結果が出てきているように思う。割れてしまったクリアファイルな

ども、工作して仕切り板に作り替えたり、1 枚の付箋を何度も使用したりと節約できていた。継続し

て取り組んでいきたい。 

３、水使用量削減 

 水道使用時には水量を弱めに出すなど、努力が見て取れた。宿泊での風呂使用もあったが、日

頃の節水によってあまり結果には響かなかった。 

４、産業廃棄物リサイクル率の向上 

 業界全体で値上げの傾向が強くなってきた。商売である以上は一定の利益を確保しながら、他

社と競合していく必要があるが、リサイクル不可のものも他社との料金比較で当社に依頼が来る場

合もある。面倒なものを受けなくなった会社が増えている印象があり、自社で最終処分場を有して

いる会社が今後強くなるかもしれない。当社では中間処理までの設備しかない為、二次処理搬出

のコストがどうしても料金に反映されてくるが、先々、二次処理コストが更に上がってきた場合は料

金改定に伴い、廃棄物の受託内容も変わって来るかもしれない。 

いずれにしても適正な料金設定で業を維持しつつ、継続して環境活動に努めたい。 

5、排出事業者様へアドバイス 

お客様から頼りにされるのは信頼の証であり、嬉しいものだ。だからこそ真摯に応えたいという

気持ちがあり、活動としての義務感ではなく自然と取り組むことができているのではないだろうか。

今後も良いご提案ができるように努め、安心して任せてもらえるように継続していきたい。 

6、教育実施 

 教育というのはなかなか奥が深いもので、「教育をした」ということと「教育ができた」という事は全

く別物である。それは「言う」と「伝える」の違いのようなもので、講師側のみでは成り立たないから

だ。現段階では定期的に実施するにとどめるが、いずれはその精度も高めていきたい。 

➁全体の評価 

取り組みの結果としては達成できなかった項目も多く、良くできたと褒められる成果ではなかっ

たかもしれない。しかし、流れは良い方向に向いているのを感じられた。実は中間報告の段階で、

「あれもこれも使用料が増加している」という話に、これは達成できなかった項目に引きずられて悪

い流れになってしまうのではと危惧していたが杞憂だった。 

よく、ちょっと失敗したくらいで諦めてしまう人がいる。本当は頑張れば挽回できる段階でも、「ど

うせ出来っこない」「やっても無駄だ」と放棄してしまう。そういう人は、ギリギリでもなんとか頑張っ

て成し遂げたときの達成感を知らないのかもしれない。一生懸命に取り組んだ時にしか味わえな

い清々しさよりも、楽なほうに進みたくなってしまうのだろう。その気持ちもわからないわけではない。

特に、自分自身が重視していないものほど無理して頑張ろうと思えまい。 

しかし今回、当社の社員たちがそうでは無かったことをとても嬉しく思っている。良くない報告を

聞いても、もういいやと放棄せず、それぞれが出来ることをただコツコツと続けていた。 

“一人一人が出来ることを“ これこそが環境活動ではないか。 

この気持ちを忘れずにやっていきたいと思う。 

② 見直し及び変更の指示 

 今回未達だった、電力・ガソリン・ガス使用量について達成可能な目標に変更し、 意欲を高め

る。 そのほかの方針・計画・実施体制の変更はない。                         
 以 上 
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